
赤岩中の日々の様子を掲載しています。「赤岩中 校長日記」と検索してください。

大好きです！ 笑顔とあいさつあふれる赤岩中 令和６年６月 第４号

【教育目標】

◇自ら学び心身ともに健康な生徒◇自他の生命を尊重する生徒◇自己責任を備え進んで社会貢献する生徒

「絆」を深めた感動の
６月１日（土）、快晴の青空の下、運動会を無事に実施することができました。多くの保護者

地域の皆様方には、生徒たちが一丸となって躍動する姿や大きく成長した姿にあたたかいご声援

をいただき、心より感謝申し上げます。

運動会の一連の取組を通して生徒たちは心も身体も大きく

成長しました。この運動会の大成功の陰には、生徒たちの頑

張りはもちろんですが、保護者やご家族の皆様、地域の方々

のあたたかい支え、ＰＴＡの方々のご協力、そして勤務時間

を越えて朝早くから遅くまで熱心にご指導して頂いた先生方

の努力があったからだと思います。ありがとうございました。

今年も吹奏楽部の華麗な演奏で全校生徒による行進で運動

会の幕が開きました。スローガンである「絆」が深まるよう、すべての人が感動する運動会を創

り上げよう、感謝の心を姿で語る運動会にしよう、３年生がリーダーシップを発揮して赤岩中の

伝統を下級生につなげる運動会にしよう、と開会式で話しました。運動会を終えた時、赤岩中生

がこの運動会が目指す目的を見事に達成してくれたと、心の底から感じました。さすが赤岩中生

です。とくに 3 年生の運動会にかける思いはやはりすばらしかったです。最上級生としての貫禄

ある姿を下級生に示し、先輩たちが積み上げた伝統を受け継いでくれました。

土ぼこりにまみれて頑張って流した汗の分だけ生徒たちは貴重なものをつかんだことでしょ

う。運動会で学んだことや感動、感謝の心を今後の学校生活につなげ、様々な場面で光り輝く姿

を見せてほしいと願っています。

心が元気になるあいさつの輪
赤岩中では「落ち着いた教育環境」と「安心安全な学校生活」をすべての教

育活動の基盤としています。「環境が人をつくる」といわれますように、安全で

落ち着いた教育環境が不十分な状況では、いくら授業や行事などに力を入れて

も十分な成果を得ることは難しくなります。「落ち着いた教育環境」の要素には

様々なものがありますが、本校が一番大事にしていることは「あいさつ」です。

元気にあいさつできる生徒からは「学校が楽しい、今日も頑張ります」という

意欲が伝わってきます。あいさつをされた方もすがすがしい気持ちとなります。

あいさつは、相手の存在や価値を認める行為ともいわれます。一言のあいさつが、お互いの心を和ま

せ、人と人をつないでくれます。あいさつがきちんとできる生徒は何事にも一生懸命に取り組めると

いう理由もよくわかります。 あいさつをするなら、できれば相手より先にあいさつしたいものです。

相手が自分を認めて先にあいさつしてくれたら誰でもうれしいです。心が元気になります。あたたか

な「あいさつの輪」が学校中に広がるよう、まずは教職員から率先して取り組んで参ります。

北区立赤羽岩淵中学校

校長 井口尚明

TEL 03-5249-4071赤岩中だより



生徒総会 自治意識の向上を目指して（校長日記より）

５月１７日（金）、５・６校時に生徒総会を実施しました。３年生から２名の議長団が選出さ

れ、議案書をもとに生徒会本部と各専門委員会の活動方針等への質問を中心に議事が進められま

した。学校生活や校則に対する質問も含めて１００近い質問が出されましたが、中央委員会で綿

密な事前検討をしていたため、議事は滞りなく進んでいきました。ただし、生徒だけでは判断で

きない再検討が必要な質問については、今後の課題事項にしました。

自分の意見を堂々と述べ、相手の考えを真剣に聞き、的確に回答する姿勢には頼もしさを感じ

ました。また、議長団の落ち着いた議事進行にも感心させられました。

全校生徒が一堂に会して学校生活の在り方について真

剣に考える機会となり、自治意識の高まりにつながった

と思います。また、一連の議事の流れを通して、課題意

識を持って意見を述べることや相手の考えを聞くことの

大切さなども学ぶことができたのではないでしょうか。

この点においても有意義な学びの時間になったようで

す。

正義の火を心に灯そう！
東京都では６月を「ふれあい月間」と定め、いじめや暴力などの問

題に積極的に対応するよう各学校に求めています。５月の全校朝礼で、

いじめ防止に向けて次のような話をしました。

学校のいじめの特徴は、傍観している生徒がいじめを助長させてい

ることです。もしいじめが起こったとしても、周りにいる生徒たちに

「正義」の心があれば、被害を最小限にすることができるはずです。「正義」とは、何でしょう

か？決して悪い人間をやっつけることでありません。つらい思いをしている人、困っている人を

助けることが「正義」です。この「正義の火」を赤岩中生全員の心に灯してほしいのです。正義

の火を皆が持ち寄ることで「いじめはひきょうで最低の行為であり、絶対に許さない」という無

言の雰囲気が学校全体に広がります。いじめが生まれにくい学校をみんなの力で創るのです。今

の赤岩中生なら必ずできます。何事にも学年や男女の枠を超えて全校生徒が協力できる赤岩中生

なら必ず実現できるはずです。いじめを許さないという「正義の火」を全員の心に灯し、「一番

の中学校は赤岩中」と誰もが心の底から思える学校を創り上げていきましょう。

赤岩中生が頑張りました
○男子ソフトテニス部 北区春季研修大会

個人戦 第１位：3-5小柳志道・3-2田島遼翔 ペア

○女子ソフトテニス部 北区春季研修大会

個人戦 第２位：3-3本間 鈴・3-6新澤麻央 ペア

第３位：3-6小山香奈・3-5佐藤咲来 ペア

○野球部 北区夏季予選大会 第２位


